
 

 

 

平素より４２回生の教育活動にご理解・ご協力をしていただきありがとうござい

ます。また本日より始まる三者懇談会、担任との有意義な会になればと思ってお

ります。よろしくお願いします。 

さて今年の夏休みは昨年程度の長期の休みとなります。中学生の夏休みの生活

の中で大きなウエートを占めるのが家庭学習と部活動。とくに部活動では先輩が

引退し、部活動の中心となる２年生の夏休み。この２つを充実させていくことが

頭も体も心も大きく成長させるうえでとても大切なものになってきます。この懇

談会を機に家族でお子さまの学習面と生活面について少し考える機会を持って

いただけたらと思いますので参考にしてください。 

 

家庭教育の指針 (教え方のプロ・向山洋一全集 12) より一部抜粋 

 

Ⅰ 成長の条件 

子どもの成長に必要なのは、指針と能率を求めず遊び心、学ぶ心をわすれないこ

と。だそうです。価値観がものすごいスピードで変化している現代社会において

は常に学んでいく姿勢が大切ですね。 

 

そしてあらゆる学習にとっても大切なのは何年も教師をしてきた教育のプロ向

山氏が到達した言葉によると・・・ 

 

１ 丁寧さ  ２ 持続性 

  

であるようです。社会人になった教え子たちをみていて、 知能のよしあしはあま

り関係ないようです。納得ですね。 

 

また日常生活で心がけていかせたいことには 

１ 正確に意思を伝える会話 

２ 自分のことを自分でやる習慣       が書かれてありました。 
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Ⅱ 伸びる子のタイプ 

第 1 「ていねい」に物事に取り組む。のろのろしているようにみえて、 

いずれ力を出していく。ノートをみると一番わかりやすい 

第 2 真面目な子。机の前に毎日座る時間、座る習慣だけで 2 年はかかる。 

家庭教育の力が必要。時間は学年+10 分。 

第 3 「挑戦」するタイプ 

第 4 「最後までやる」タイプ。きちんとする子はすくないが・・・ 

 

一つでもあったら上等。そしてこれは備わったものでなく、大人が育ててあげる

ものである。 教育は手作りで時間がかかるものだと心得て、共々にじっくり身に

つけさせましょう。 

 

Ⅲ 親の役目～子どもの先輩として 

親の仕事は「医師」「牧師」「教師」を同時にやるようなもの。当然大変である。

だからこそ我流ではのりきれないものである。キャリア学習をとおして学んだこ

とも参考にし、本人の夢を全力で応援しつつ、一方で今の現状と向き合わせつつ、

叱咤激励してあげてください。進路学習は 2 学期秋以降に実施する予定です。 

 

Ⅳ 家庭での学習法 

 中学で大切なのは、勉強のしかたを身につけること。教師や友人、塾で教 

わるべきだが、わからないようなら親がみてやる必要がある、とのこと。 

 

 勉強の方法として大切なことは？・・・ 

 ・机の前に座る習慣（やはり自学ノートを毎日コツコツする習慣は大切） 

・勉強のやり方のうち、どれか一つでもよいから自分のものにする、 

問題集にチェックをつけながら一冊マスターするなど 

 定期テストは特にワークを中心に覚えていきましょう。 

・できる科目はどんどん進め、できない科目はわかるところまで戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 2 学年 8 月 実力テスト テスト範囲 
 

 
 
 

 

 
 

 

 

 


